
「シスラボ方
パパ

(1)は じめに

早いもので、1996年 からISOコ ンサ

ルテイングを初めてから丁度10年 になる。

お蔭様でいろいろな方のご支援をいただきな

がら小規模企業中心に、 ISOコ ンサルタン

トとして、200社 のお手伝いをしてきた。

スタート時は中規模製造業のISO導 入を

お手伝いをしたが、社内コミュニケーシヨン

の遅さに違和感を覚えた。たまたま、 198

8年 に3人のプラスチツク製造業のISO導

入をお手伝いしたとき、一般的なしくみづく

りでは、3人で運用維持ができないことに気

がイ寸いた。

そこで、 IS09001の 規格要求事項の

「目的はイ可か」をたえず考えながら、しくみ

づくりを行い、 ISOで 要求するすべての文

書を28枚 で実現、運用を図った。これを契

機に、小規模企業向けの 「シスラボ方式

(Syslabナ薄t)ISOコ ンサルテイング」の

プロセス構築へと発展できた。

(2)ノウ ・ヾママ創造理論

日比野省三教授の著書 「パパ ・ママ創造理

論」に接し、異なった種類のモノ、アイデア、

概念を組み合わせて、まったく新しいものを

生み出すこと、つまり 「異種の組み合わせ」

が創造にとつて重要である。それは、システ

ム (=物事)の 本質 (=目的)か ら考えるこ

とで、デカルト思考とはまったく異なる思考

パラダイムであるという言葉を頼りに、「シス

ラボ方式ISOコ ンサルティング」を検証し

てみた。

式ISOコンサルテイング」を
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異分野の 「ママのコンセプト」を 「パパに移転Jし 、「あかちゃん」を生みだす考え方
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(3)異 種の組み合わせ

1999年 にISOコ ンサルティングの目的

展開を行い、「元気な企業をつくる」という目

的 (パパ)に たどり着いた。これまで過程で

異分野であるママとして、過去に3つの出会

いがあった。

1)1990年 、MG(マ ネジメントゲーム)

に出会う。経営活動における意思決定のた

めの直接原価言十算の考え方である。

2)1993年 、長野県で毎年開催されてい

た、第9回 オール信州セミナー 「変化は飛

躍のチャンス」で、はじめてブレイクスル

ー思考 (BTT)に 出会う。1995年 、

第6回企画計画学会 長野県大会 「21世

紀エコロジカル・ライフの倉1造」で再びブ

レイクスルー思考に出会った。

3)IS09001の 2000年 改定で、ビ

ジネスモデルとしてのISOを 再認識した

出会いである。

(4)ノウ ・ヾママ創造理論による検証

パパ ・ママ創造理論に基づいて 「トヨタ生

産方式」と 「シスラボ方式 ISOコ ンサルテ

ィング」の比較表 (表1)を 作成し検証して

みた。

目的 (パパ)は 「元気な企業をつくる」こ

とである。その価値観は、運用維持費ゼロの

QMS(品 質マネジメントシステム)である。

異分野のママとして、MG(意 思決定のため

の直接原価計算 表2)、BTT(あ るべき姿、

目的展開 表3)、 ISO(ビ ジネスモデル)
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1)目 白0(バ ノヾ) 「モノをつくることJ 従来方式のフォードシステムを

考えていた。

「元気な企業をつくる」 小規模企業向けのIS090

01導 入コンサルティングのプロセスを考えた。

2)パ パの価値観(衣装) 「ジャストインタイムで無在庫Jに 価値観に変換

「モノをつくることJという目的を変えないで変換した。

「運用維持費ゼロのQMS」 に価値観に変換、

「元気な企業をつくるJと いう目的を変えないで変換し

た。

3)異分野であるスーパ

ー (ママ

大野さんの高感度アンテナ (創造活動)が ママを見つけ

た。

′ヽ雛 企業のあるべき姿からママを見つけた。

4)マ マの価値観(衣装) 「ジャストインタイムで無在庫」というのが価値観、大

野さんは、高感度で同じ価値観でママを見た。

「運用維持費ゼロのQMS」 の価値観という国曳で、「M

G(意 思決定のための直接原価計算)J、「BTT(あ るべ

き姿、目的展開)J、「ISO(ビ ジネスモデル)1と いう

ママを見た。

5)パパの視点からママ

を見る

スーパーは、どのような構造で 「ジヤストインタイムで

無在庫」を実現したかと大野さんは考えた。

「モノをつくること」というキ駐点からママを見た4)

MG、 BTT、  ISOは 、どのような構造で組織パフオ

ーマンスの改善に役立つか、「元気な企業をつくる」とい

う視点からママを見たc

6)マ マの構造 「お客さんがお金を持ってJ、必要なものを必要なだけ買

って行くら「お金がなくなオJ嫁 の冷蔵庫の在庫が成るJ

と考えたc

MG、 BTT、 ISOは 、「元気な企業をつくるJ、マネ

ジメントシステム構築の道具であると孝えた。

7)コ ンセプトの移転 カンバンを引き抜いて減れば自動的に工程の在庫が成る

という考え方。

マネジメントシステム構築の道具をISOコ ンサルティ

ングプロセスに移転すると考えた。

8)「仕組みづくり」の

御氏

アンドンシステム、自働化システム、平準化生産方式な

どは、「ジャストインタイムで無在庫Jのコンセプトの実

現過程で生まれた仕組み。

“儲かつたか"目標管理支援ソフト、“単品P/L"単 品損

益計算書ソフト、 lSOビ デオなと1よ「元気な企業をつ

くるJの コンセフトの実現畳程で生まれた仕組み3

が同じ価値観であることを見つけた。

「元気な企業をつくる」というパパの視貞

から、MG、 BTT、  ISOと いう、ママの

構造を見ることができた。このママのコンセ

プトをパパに移転して、そして、"あかちゃん

“が生まれたのである。小規模企業向け 「シ

スラボ方式 ISOコ ンサルテイングJの プロ

セスが、“あかちゃん"で ある。ママの3つの

構造とは、

1)筋 の通った経営計画 (表3)

企業の “あるべき姿"か ら方針を決め、そ

の方針達成に必要な経常利益をシミュレー

ションで算出し、未来から利益を計画する。

現状課題から改善項目を拾い出して、未来

からの必要利益と組み合わせ次年度利益計

画を決めていく。未来と現状から 「筋の通

った経営計画」と呼んでいる。

2)改 善成果の月次利益評価 (表2)

直接原価言十算の特徴である付加価値を利用

し、製品単品の損益計算、改善成果を締め

日翌日、即、月次決算する方法を編み出し

た。

3)全 員参加の継続的改善

ISOビ スモデルのアウトプットは、「組織

のパフォーマンス改善を継続的目標とす

るJと ある。組織パフォーマンスを 「経常
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利益」と定義することで企業利益の評価に

直結するISOが できた。

仕組みづくりとしては、「運用維持費ゼロの

QMS」 という価値観を実現するために、従

来発想と異なるローコストの “儲かったが'

日標管理支援支援ソフト、“単品P/L"単 品

損益計算書ソフト、 ISOビ デオなどを開発

した。それで小規模企業の組織パフォーマン

スの継続的改善を支援している。

(5)シ スラボ方式 (Syslab力げЭ ISO

コンサルティング

コンセプトは、「元気な企業をつくる」こと

である。コンサルティングプロセスとして、

ISO導 入5つのポイントを考え出し、「シス

ラボ方式ISOコ ンサルティングJプ ロセス

として運用してきている。

5つのポイントの作成時に、ブレイクスルー

7つの原則と文寸比することで、抜けのないも

のがつくれた。

ISO導 入5つのポイント

① 戦略として取組む:導入目的の明確化

が月千′とヽ

②  “まね"し ない:企業はすべてユニー

クである

③ トップダウンの仕事 :はじめに方針が

ある

④ システム規格と認識する:QCと 誤解

しない

⑤ 今のやり方がベター:経営の質向上は

導入後

(表2)意 思決定のための利益の構造図
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その結果として、「シスラボ方式 ISOコ ンサ

ルテイング」は、他社とは違う 「運用維持費

ゼロを目指す」ユニークな特徴のあるモノが

つくれた。

1)200名 規模まで、 1次 、2次文書すべ

て50枚 前後で作成、運用維持は片手間で

可能。薄い、マニュアルは、運用維持費が

かからない。

2)さ らに、薄いマニュアルなので6ケ 月と

いう短期導入できるためコンサルティング

費用が安い。

3)全 社員に対して、会社と自分、何のため

に仕事をするのか、とMGで 利益感覚を植

えつけ、「ISOは 改善の道具」、「改善は日

常業務」と認識する仕組みが、全員参加型

の改善活動体制である。

(6)進 化するISOコ ンサルテイング

ISOを 導入したが、運用がうまくいかず

成果がでないという企業も多い。日常業務と

ISOが 別物となっている。それらの要因に、

組織目標から職場目標への展開、職場日標を

達成に導くリーダーシツプとメンバーシップ

の関係の希薄化、言い換えると 「協働作業J
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できていないことによる。

人と人を繋ぎ、人の能力を引出しながら目

標達成するためには、ブレイクスルーアプロ

ーチとファシリテーシヨンの相互補完するI

SOコ ンサルティングプロセスが必要である。

特に、フアシリテーション能力が重要な位置

を占め、決め手となる。

最近、 10～ 20名 規模の企業のISO導

入姿勢が変化してきている。ISO導 入は経

営革新のひとつの道具であるという認識、組

織パフォーマンスを利益と定義することで、

「ISOは 改善の道則 、「改善は日常業務」

と位置づけ、全社員参加型の改善活動のきっ

かけ作りに活用しようとしている。

うれしいことである。「シスラボ方式 ISO

コンサルティング」もファシリテーシヨンを

組み込んだコンサルティングプロセスヘと進

化してきている。これらは、ブレイクスルー

思考と出会えたことで、従来にない新しい創

造物ができたと感謝している。
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